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英国ユニセフ あなたの赤ちゃんとベッドで一緒に寝ること

母乳育児をしているお母さんたちへのガイド

母乳育児はあなたの赤ちゃんの健康とあなた自身の健康にとって最良のものです。

母乳育児を長く続ければ続けるほど、赤ちゃんとあなたの健康にとってより多くの恩恵が得ら

れます。

少なくとも生後6ヵ月間は赤ちゃんとあなたが同じ部屋で寝ることが奨められています。これ

が母乳育児を促し、赤ちゃんを突然死（cot death）から守ります。

赤ちゃんをベッドに入れてあなたと一緒に寝ることによって、母乳育児を楽に行うことが出来

ます。これが、赤ちゃんとベッドで一緒に寝ているお母さんたちが、そうでないお母さんたちよ

り長く母乳育児をする理由かもしれません。

横になって授乳している場合は特に途中で眠り込んでしまいやすいので、赤ちゃんをあなたと

一緒のベッドに連れて入る前にいくつか考慮する事があります。

特に、大人のベッドは乳幼児の安全を考えたつくりになっていないことに注意しましょう。

赤ちゃんがベッドに挟まったり、親が赤ちゃんの上に覆いかぶさって寝たりすると、赤ちゃん

は死んでしまうかもしれません。このようなわけで、赤ちゃんが眠るための最も安全な場所は、

あなたのベッドの横に置いたコットの中なのです。

しかし、あなたは危険を減らすことも出来ますし、ベッドの共有は母乳育児を促すので、この

パンフレットが役立つかもしれません。

重要－赤ちゃんと一緒に眠ってはいけないとき

１．喫煙は突然死（cot death）のリスクを増加させます。あなた（またはベッドを共にする

他の人）が喫煙者である場合、たとえベッドで喫煙しないとしても、赤ちゃんと一緒にベッ

ドで眠らないよう気をつけるべきです。

２．けっしてソファや肘掛け椅子で赤ちゃんと一緒に眠らないようにします。

３．あなた（またはベッドを共にする他の人）が、赤ちゃんの反応に応えるのが難しい場合に

は、赤ちゃんと一緒に眠り込むのも危険です。

たとえばあなたが

・アルコールを飲んだ場合

・眠気を誘う何らかの薬（合法・非合法いずれも）を飲んだ場合

・赤ちゃんのことに気が付きにくくなるような何らかの疾患や条件を持っている場合

・赤ちゃんに応えることが難しいほどひどく疲れている場合

４．赤ちゃんが予定日前に生まれたり、小さく生まれたりした場合、または高い熱がある場合

には、生後数ヵ月のあいだはベッドで一緒に寝ないほうが安全かもしれません。
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